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Development of a pediatric dermatology screening tool based on two parent-
reported skin-related symptoms: Comparison of parental recognition and physician 







方法：本研究は、2018年 12月から 2019年 3月までの間に皮膚科クリニックを受診した乳幼児 200
名の保護者を対象とした、日本における単施設横断的研究である。保護者（母親）には、乳幼児の皮
膚症状、かゆみ、睡眠状況に関する認識と QP9（The Quality of life in Primary Caregivers of children 





結果： 配布された 200枚の保護者アンケートのうち、198枚（回答率 99％）が回収され、医師の記
録 198枚（回答率 100％）の回答とともに分析した。最適カットオフスコアは、かゆみと睡眠状況の
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研究が行われた。2018年 12月から 2019年 3月までの間に皮膚科クリニック（単
施設）を受診した乳幼児 200名の保護者を対象とし、保護者（母親）には、乳幼
児の皮膚症状、かゆみ、睡眠状況に関する認識と QP9（The Quality of life in 
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